
研修のねらい・内容

中小企業診断士、
認定経営革新等
支援機関等

中小企業を
支援する方向け

コースNo.813

ケースで学ぶ！経営力再構築伴走支援研修
[札幌開催]

環境変化が激しく、不確実性が高まる時代において
は、企業の「経営力そのもの」 が重要となり、企業自
らが柔軟に自社を変革させていく 「自己変革力」 を
高める必要があります。
本研修では、経営者が本質的な課題に気付き、経営
改善・成長のためになすべきことに腹落ち・納得し、
能動的な行動につなげる伴走支援について、実際の
伴走支援事例を基にしたケース演習を通じて、対面
型で実践的に学びます。

研修の特色

中小企業・小規模事業者の支援者

（支援機関職員、金融機関職員、中小企業診断士、
認定経営革新等支援機関、その他専門家）
中小企業診断士の方は、中小企業診断士更新の対
象となります。（理論政策１ポイント）

対象者

久保公認会計士事務所 代表
久保 道晴（くぼ みちはる）

2006年、公認会計士試験に合格し、あずさ監査法人（現 有限責任あずさ監査法人）に入所。2011年に独立後、
中小企業の事業承継、後継者育成に特化した支援を行う。公認会計士・税理士・中小企業診断士・1級ファイナン
シャル・プランニング技能士。主な著書「オーナー社長の後継者育成読本」「ソリューション営業のためのFP実践
講座」（共著）「事業承継入門講座」（共著）など。

研修期間

2023年11/6（月）～11/7（火）

（2日間・12時間）

月日 時間 科目 内容

11/6
(月)

9:20
～
9:30

開講式
オリエンテーション

9:30
～

12:30

13:30
～

16:30

経営力再
構築伴走
支援の基
本的な流
れ

経営課題に応じた支援手法（技術的問題、適応
課題）、プロセス・コンサルテーションの考え方を
理解します。

経営力再構築伴走支援モデルのフレームワーク、
支援の進め方について学びます。

• 事業者と接する前
• 事業者・支援者双方の理解
• 伴走支援の開始
• 気づき・腹落ちの促進
• 内発的動機づけ
• 課題解決
• フォローアップ

11/7
(火)

9:30
～

12:30

13:30
～

16:30

事例研究
（演習）

経営力再構築伴走支援プラットフォームに掲載
している事例を用い、伴走支援の効果的な進め方、
留意点を学びます。

16:30
～

16:50
終講式

25名

22，０００円（税込）

会場

講師紹介（敬称略）

☑

☑

☑

（独）中小企業基盤整備機構

北海道本部 大会議室

（札幌市中央区北２条西１丁目１－７

ORE札幌ビル６階）

受講のお申し込みはWeb、またはFAXで

中小 旭川 検索

経営力再構築伴走支援モデルの三要素、フレーム
ワークを学びます。

経営者に寄り添い、課題設定型の的確な支援を行う
ためのスキルを磨きます。

実際の伴走支援事例を基にしたケース教材を用い、
支援の進め方について実践的に学びます。

独立行政法人中小企業基盤整備機構 北海道本部
中小企業大学校旭川校
〒078-8555 旭川市緑が丘東3条2-2-1
Tel. 0166-65-1200 Fax. 0166-65-2190
E-mail：asahi-kenshu@smrj.go.jp

※研修日時・日程等は変更になる可能性がございますので予めご了承ください。



独立行政法人 中小企業基盤整備機構
中小企業大学校 旭川校

お問い合わせ 受講のお申し込みはWeb、またはFAXで
〒078-8555　旭川市緑が丘東3条2丁目2番1号
TEL 0166-65-1200    FAX 0166-65-2190 中小 旭川 検 索

25名

2023年

グループ学習により経営改善の進め方を体験します。
また、受講者全員に「経営に役立つデータ」をお渡し
します。

収益改善方法を導き出すために必要な損益分岐点
の基本を理解し、経営に活用できます。

会計情報の活用により、経営課題の見える化や財務体
質の改善を行い、会社の財務基盤の強化を図ります。

　近年、中小企業を取り巻く経営環境は厳しさを増しており、
生き残り、成長・発展していくためには、自社の経営状態を正
確に把握し、全社的に経営課題に取り組み、利益を生み出すこ
とが重要です。
　本研修では、会計情報から経営課題を可視化して現状を客観
的に把握することの重要性や、会計情報を自社経営に活用する
視点を学びます。特に、現状の財務構造からどのように利益を
生み出すかを演習を交えて学び、利益・資金計画を実現するた
めの進捗管理のポイントを身につけます。

帯広経済センタービル４F
N402会議室
帯広市西3条南9丁目23番地

16,000円（税込）

・�経営に会計情報を活かしたいと考えている方
・管理会計の基本を学びたい方

経営者、経営幹部

（1日間　7時間）
5/11木

東京都生まれ。日本商工会議所税制委員会「学識委員」、東京商工会議所税制委員会「委員」を歴任。主な著書に「経営改善の進め方」、「専門家の
ためのＱ＆Ａ経営承継円滑化法・事業承継税制徹底活用」、「夢を実現する創業」、「実例から読みとく事業承継トラブルの対応策」他、多数。

城所　弘明（きどころ ひろあき）
公認会計士・税理士・行政書士

講師紹介（敬称略）

受講料

定　員

会場

対象者

研修期間

✓

✓

✓

月日 時間 科目 内容 講師（敬称略）

5/11
木

  9:20～
  9:30

開講式
オリエンテーション

  9:30～
12:30

管理会計の
基礎知識

会計情報を経営に有効に活用した企業の事例から、

経営のための会計について検討します。

　◆管理会計を経営に活かす着眼点

　◆儲け（利益）とお金（資金）の関係

　◆決算書の見方・読み方（分析）のポイント

　～決算書の分析による自社の健康診断～

公認会計士・
税理士・
行政書士

城所　弘明

13:30～
16:00

会計情報の
実践的活用法

事例決算書を使って、現状の収益構造の把握や損益

分岐点分析の仕方を学びます。

　◆損益分岐点の考え方を経営に活かす

　◆経営改善の着眼点と進め方

　（部門別・商品別・地域別・取引先別）

　◆金融機関との交渉力のパワーアップ

　～経営者保証ガイドラインの活用～

　◆演習形式による経営改善のグループ研究

16:00～
17:30

利益・資金計
画の必要性と
計画実行の
ポイント

利益・資金計画と、計画に沿った管理の仕方を学び

ます。

　◆事業計画書の作成演習

　◆資金繰り表の作成演習

　◆キャッシュ・フロー計算書の経営への活用法

　◆問題企業をキャッシュフロー計算書で分析

　～キャッシュフロー計算書ツールを差し上げます～

17:30～
17:50 終講式

2023.９C

中小企業大学校　旭川校　研修担当　行

⬆FAX：0166-65-2190 （TEL：0166-65-1200）

20　　年　　月　　日

※事務処理欄

お申込後、受理印を押印して返信いたします

受理印

〒　　　－
住 所

企業／団体名
ふ り が な

代 表 者 名
ふ り が な

㊞

住 所 〒　　　－

ふ り が な
受講企業名

ふ り が な
代 表者名

連 絡 先 担当部課：　　　　　　　　　　役職：　　　　　　　　　　担当者名：

TEL （　　　　）　　　 － FAX E－mail（　　　　）　　　 －

受講のキャンセルについては、お電話にてお申し出ください。 キャンセルのお申し出日が土・日・祝祭日にあたる場合は、
メール（asahi-kenshu@smrj.go.jpあて）またはFAX（0166-65-2190）でご連絡ください。

申込書を受理後、必要書類一式（受講料振込用紙など）を郵送いたします。
開講の1か月以上前にお申込いただいた方には、開講の1か月前に郵送いたします。

業
企
込
申

代表 TEL（　　　）　　　　－　　　　　代表 FAX（　　　）　　　　－

申込者と受講者の所属する企業が異なる場合は、下欄へ受講者の企業についてご記入ください。

担当部課：　　　　　　　　役職：　　　　　　　　氏名：
TEL（　　　）　　　　－　　　　　　 FAX（　　　）　　　　－
E-mail：　　　　　　　　　　　　　　＠

研修
ご担当者
（ご連絡先）

受講申込における個人
情報の保護について

企業概要について

受講のきっかけ
（最も当てはまるもの1つ）

業種は該当するものに
印をつけてください

□1建設業　　□2製造業　　□3電気・ガス・熱供給・水道業　　□4情報通信業　　□5運輸業
□6卸売業　　□7小売業　　□8飲食店・宿泊業　　□9金融・保険業　　□10不動産業　　□11サービス業
□12その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
主要取扱品目・サービス：

資本金：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円 常用雇用人数：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人

□DM（研修ガイド）　　□DM（チラシ・リーフレット）　　□ホームページ　　□Web広告・SNS　　□メルマガ
□クチコミ・紹介　　□自治体・商工団体の紹介　　□金融機関の紹介　　□新聞・雑誌・テレビ・ラジオ・街頭広告
□中小機構、大学校職員等の訪問・電話　　□セミナー・イベント　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

ホームページからもお申し込みいただけます。

中小企業大学校旭川校では「個人情報保護法」に定義されている個人情報に該当する情報につきましては、適切な管理に努めてまいります。受講申込書に記載されて
いる内容をもとに、お客様に有益と思われる研修等のご案内を郵便、電子メール、FAX等でお送りさせていただくことがあります。また、受講者・企業同士の円滑な
コミュニケーションを図るため、座席表へお名前及び勤務先企業名を掲載させていただきます。掲載を希望されない方や、個人情報につきましてご不明な点等ござい
ましたら、旭川校までお寄せくださいますようお願いいたします。

助成金制度を運営する団体等に受講決定通知を送付する
必要がある場合は、送付先の団体名等を記載してください。

⎛
⎝

⎞
⎠

中小企業大学校

※新型コロナ感染症対策を講じて研修を実施しております。研修内容・日程等は変更になる可能性がございますので予めご了承ください。

2023年度
No.813  ケースで学ぶ！経営力再構築伴走支援研修（札幌開催）　受講申込書

研修のポイント研修のねらい

6

会計情報活用講座（帯広開催）
1日でわかる！「利益を生み出す力」のポイント 財務管理

帯広会場
コースNo.
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